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令和４年 第５回 教育委員会会議録 

１．開会日時 令和４年５月２６日（木） 午後２時００分 

２．場  所 対馬市役所 峰庁舎 会議室 

３．出席委員 一宮委員、佐伯委員、齋藤委員、早田委員 

４．出 席 者 
中島教育長、八島教育部長、扇次長兼教育総務課長、坂本主幹兼主任

指導主事、梅野生涯学習課長、川辺文化財課長 

５．会議書記 扇次長兼教育総務課長（兼） 

６．閉会日時 令和４年５月２６日（木） 午後３時００分 

７．議 事 

 日程第 １ 

  

日程第 ２ 

  

日程第 ３ 

  

日程第 ４ 

 

日程第 ５ 

 

日程第 ６ 

 

 日程第 ７ 

 

 日程第 ８ 

 

 

会議録署名委員の指名 

 

会期日程の決定 

 

教育長諸報告 

 

議案第１６号 対馬市立学校教育施設条例の一部改正について  

       

議案第１７号 対馬市教育支援委員会委員の委嘱について 

       

議案第１８号 「対州馬」の文化財追加指定について 

       

報告第７号 要保護及び準要保護児童生徒の認定等について 

 

その他      



- 2 - 
 

中島教育長 会議を開会いたします。議事の進行につきましては対馬市教育委員

会会議規則により進めたいと思います。では、日程第１「会議録署名委

員の指名」を行います。今回の会議録署名委員は一宮委員さん及び早

田委員さんを指名します。よろしくお願いいたします。 

一宮委員、早

田委員 

はい。 

中島教育長 続きまして日程第２「会期日程の決定」でありますが、お諮りしま

す。本会議の会期は本日１日にしたいと思います。これにご異議あり

ませんか。 

会場 「異議なし。」の声。 

中島教育長 異議なしのようです。したがって会期は本日５月２６日の１日とし

ます。会議運営につきましてはどうぞご協力をお願いいたします。 

次に日程第３「教育長諸報告」を行います。資料の２ページをご覧く

ださい。５月１日が日曜日でしたので、５月２日市役所の応接室で任

命書をいただきました。午後は峰の庁舎で就任式があり、峰庁舎勤務

の職員に挨拶を行いました。６日は定例校長会がありました。県教委

の地区別校長会が合わせて開催され、県教委義務教育課の参事さん等

から本年度の施策に関する概要等の説明がありました。１１日、この

日は郷土芸能保存会の方がお見えになりました。令和元年度の第２９

回大会を最後に途絶えている郷土芸能発表会、この第３０回大会の開

催を計画している旨のお話がありました。１２日には映画「祈り」を応

援する会から対馬市の上映に向けての協力依頼を受けました。またこ

の日の文化財課から始まり、一週間にわたり各課の課長さん及び南、

北教育事務所の所長さん計６名から業務の内容や本年度の重点施策に

ついての説明を受けました。全て部長にも同席をしていただきました。

１４日は市Ｐ連の定期総会に市長と共に出席をいたしました。１６日

は市役所の応接室で特別支援学校の設置を望む会の皆さんとの面談が

ありました。設置に向けて努力している状況について市長からも説明

をしていただきました。１６日の午後には青年の家運営協議会理事会

がありました。所長さんの説明からは少ない職員で施設設備の管理を

しっかりと行っている様子が伝わってきました。１７日には県教委の

特別支援教育課の課長さんがお見えになりました。互いに現時点での

状況の説明を行いました。１８日は県立図書館の館長さんがお見えに

なりました。県立図書館の事業等について説明を受け、修学旅行等で

の利用についての検討をお願いされました。２０日は文化財保護審議

会が開催されました。新たな４名を含む１２名の委員に、２年間の委
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嘱状を交付しました。午後は目保呂ダム馬事公園と越高遺跡の現地視

察を行いました。２３日はＶファーレン長崎及び長崎ヴェルカの市長

表敬訪問に同席をさせていただきました。昨日２５日は高齢者叙勲瑞

宝双光章を受章された髙島洋明先生への伝達式をご自宅で執り行いま

した。以上で諸報告を終わります。報告事項について何か質疑等ござ

いましたら「その他」の項でお受けしたいと思います。 

続きまして日程第４、議案第１６号「対馬市立学校教育施設条例の

一部を改正する条例について」を議題とします。事務局から提案理由

の説明をお願いします。 

扇課長 教育長。教育総務課長。 

中島教育長 はい。教育総務課長。 

扇課長 失礼いたします。議案第１６号「対馬市立学校教育施設条例の一部を

改正する条例について」、提案理由とその内容を説明いたします。 

資料の３ページをお願いいたします。対馬市立学校教育施設条例（平

成１６年対馬市条例第８３号）の一部を改正する条例案を対馬市議会

に提案することについて教育委員会の議決を求めるものでございま

す。提案理由を説明いたします。この改正は学校の統廃合に関するも

のです。学校統廃合は第２期対馬市立学校及び幼稚園統合推進計画に

基づき、進めているところでございます。令和５年度から乙宮小学校

を豊玉小学校に統合するものでございます。乙宮小学校につきまして

は令和３年１０月に第１回保護者説明会を開催し、令和３年１２月に

地区説明会を経て令和４年３月２８日付で乙宮小学校の統合にかかる

合意書を各区長と取り交わしております。よって関係条例につきまし

て今回、所要の改正を行うものでございます。 

資料の５ページに一部改正条例の新旧対照表を示しております。表の

右側現行部分の下線部分が削る箇所でございます。また資料の４ペー

ジにありますように条例の効力を発生させる施行期日を令和５年４月

１日としております。以上で説明を終わります。ご審議のうえご決定

いただきますようよろしくお願いいたします。 

中島教育長 説明が終わりましたので審議方よろしくお願いいたします。ござい

ませんか。 

会場 「ありません。」の声。 

中島教育長 では質疑等ないようですから、これから議案第１６号を採決いたし

ます。議案第１６号「対馬市立学校教育施設条例の一部を改正する条

例について」、これは原案のとおり承認することにご異議ございません

か。 
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会場 「異議なし。」の声。 

中島教育長 異議なしと認めます。よって議案第１６号は原案のとおり承認され

ました。 

続きまして日程第５、議案第１７号「対馬市教育支援委員会委員の

委嘱について」を議題とします。事務局から提案理由の説明をお願い

します。 

坂本主幹 はい。教育長。 

中島教育長 はい。学校教育課。 

坂本主幹 それでは議案第１７号の「対馬市教育支援委員会委員の委嘱につい

て」提案いたします。本資料６ページから８ページをご参照ください。

対馬市教育支援委員会条例第３条の規程に基づき、別紙のとおり対馬

市教育支援委員会委員に委嘱したいので、教育委員会の承認を求める

ものでございます。本資料８ページに示しておりますが、同条例１条

の内容から教育支援委員会設置の目的を確認させていただきます。こ

の教育支援委員会は幼児、児童及び生徒で心身障害等のため、教育上

特別な配慮を要するものに対し、適正な就学指導や教育的支援を行な

うために、対馬市教育委員会に設置されるものでございます。同条例

第３条には、この委員会が１５人以内で組織されること。また、委員は

学識経験を有するもの、関係教育機関の職員、関係行政機関の職員、児

童福祉施設の職員、学校医、その他のものに委嘱することが定められ

ています。 

７ページをご覧ください。今年度の委員の案を載せています。ご承

認よろしくお願いいたします。 

中島教育長 はい。説明が終わりましたので審議方よろしくお願いいたします。

質疑、意見等ございませんか。 

会場 「ありません。」の声。 

中島教育長 質疑等ないようですからこれから議案第１７号を採決します。お諮

りします。議案第１７号「対馬市教育支援委員会委員の委嘱について」

は原案のとおり承認することにご異議ありませんか。 

会場 「異議なし。」の声。 

中島教育長 異議なしと認めます。よって議案第１７号は原案のとおり承認され

ました。 

続きまして日程第６、議案第１８号「「対州馬」の文化財追加指定に

ついて」を議題とします。事務局から提案理由の説明をお願いします。 

川辺課長 はい。教育長。 
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中島教育長 はい。文化財課長。 

川辺課長 議案第１８号「「対州馬」の文化財追加指定について」提案理由をご

説明いたします。資料の９ページをご覧ください。対州馬は平成３１

年４月に対馬市文化財保護条例第３９条第１項の規程により対馬市の

文化財として個別に指定されました。令和３年度に当初指定以降、新

たに産まれるなど血統登録証明書などの条件が整った４頭について追

加指定をしております。今年度、この条件が整った４頭の対州馬につ

いて、先週５月２０日開催の対馬市文化財保護審議会におきまして、

対馬市指定文化財として指定を承認されましたので、今回、対馬市教

育委員会の承認を求めるものです。なお、参考資料といたしまして１

０ページ１１ページに現在までの一覧表を載せております。それと本

日お配りしました文化財の指定についての保護審議会からの答申の写

しを載せております。今回の指定によって文化財に指定された対州馬

は全部で３９頭となっております。以上で説明を終わります。ご審議

方よろしくお願いいたします。 

中島教育長 説明が終わりましたので審議方よろしくお願いいたします。 

早田委員 はい。 

中島教育長 はい、早田委員。 

早田委員 そんな重要なことではないんですけど、対州馬の一覧表を見せても

らってて、対馬市が所有していて、（ベイ）というのは、あそうベイパ

ークの（ベイ）ですか。 

川辺課長 所有者ですか。場所、そうですね。おそらく。 

早田委員 そうだったらこの前、うちがみちしるべのほうで馬事体験をさせて

もらったのですが、けっこうあそこにはいるような。１０頭近くいな

かったかな。ベイはベイパークなのかどうなのかなと思って。 

川辺課長 今ですね、所有者は対馬市と対州馬保存会の２つなんです。飼育と

いうか飼養というんですけど、飼養は目保呂ダムとあそうベイパーク

と佐護と東横インと分散して飼養しています。ここの（ベイ）ってなっ

てるのは、おそらくベイにいるってことだと思うんですね。 

早田委員 あの、一般の保存会も入るんでしょうけど、一般の人が飼っている

対州馬はいるんですか。 

川辺課長 もう今はいません。 

早田委員 はい、わかりました。 

中島教育長 ほかに質疑、意見等ございませんか。はい、佐伯委員。 

佐伯委員 はい、佐伯です。今後の計画と言うかですね、おそらく自然繁殖では
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なくて繁殖を人工的にされてるのかなと思うのですが、今後増やして

いく予定なのかどうかそのあたりをちょっと。施設の関係とか人がた

くさん必要になったりですね。そういう計画をちょっと教えていただ

けたら。 

川辺課長 文化財課としては増やすとか増やさないということをしているわけ

ではなくて、天然記念物の指定をしているので、なので増やす増やさ

ないは対州馬保存会とかがすることですね。 

佐伯委員 なるほど。 

川辺課長 馬事協会が証明、血統書の証明が出ているかどうか、きちんと対州

馬で間違いないですよという血統書の証明がついているものに関し

て、文化財指定にしている。なので今３９頭、今日承認を得られました

ら３９頭になりますけど、実際島内で飼養されている対州馬は現時点

で４４頭います。それはまだ産まれたばかりで血統書が整ってないも

のであったり、血統がはっきりしない馬だったりします。 

佐伯委員 ちなみに所有が対馬市となっているものの管轄はどちらのほうが管

轄してらっしゃるのですか。 

川辺課長 上県行政サービスセンターです。 

佐伯委員 市長部局かなんかのほうで所有をされてるってことなんですかね。 

川辺課長 そうですね。 

佐伯委員 わかりました。ありがとうございます。 

中島教育長 ほかにございませんか。はい。それではほかに質疑等ないようです

から、第１８号を採決します。お諮りします。議案第１８号「「対州

馬」の文化財追加指定について」は原案のとおり承認することにご異

議ありませんか。 

会場 「異議なし。」の声。 

中島教育長 異議なしと認めます。よって議案第１８号は原案のとおり承認され

ました。 

日程第７、報告第７号「要保護及び準要保護児童生徒の認定等につ

いて」を議題とします。事務局から報告をお願いします。 

坂本主幹 はい、教育長。 

中島教育長 はい、坂本主幹。 

坂本主幹 資料の１２ページから１４ページをご覧ください。なお、校種別学

校別の児童生徒の氏名等については別にお配りをしている資料をご参

照ください。この資料につきましてはこの会終了後に回収いたします

ことをご了承ください。 
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今回は令和４年４月１日現在の継続認定者数と４月末までに申請の

あった新たな認定者、認定が取り消しになった者を報告させていただ

きます。 

まず要保護認定者についてでございます。１３ページになります。

小学校の要保護認定者は継続認定者が６名、新規認定者は１名の合計

７名となっております。１４ページをお願いします。中学校の要保護

認定者は継続認定者が１０名、新規認定者は１名の合計１１名となっ

ております。 

次に、準要保護についてでございます。１３ページにお戻りくださ

い。小学校の準要保護認定者は継続認定者が１３７名、新規認定者は

２９名の合計１６６名となっております。１４ページをお願いします。

中学校の準要保護認定者が継続認定者は９５名、新規認定者は３名の

合計９８名となっております。 

別冊資料をご覧ください。なお、準要保護認定者の小、中学校１年生

につきましては、新入学児童生徒の学用品費の入学前支給の対象とな

っております。今年度は小学校で２８名、中学校で３１名がその対象

となっております。１年生がその対象になります。認定者は以上でご

ざいます。 

次に認定の取り消しについてご報告いたします。今の別冊資料の最

後のページをご覧ください。準要保護の認定を受けていたものの中で

継続認定の申請があったものの、所得基準額の超過により認定取り消

しとなった中学校生徒が２名、困窮解消となり辞退の申し出があった

中学校生徒が２名となっております。そして要保護の認定を受けてい

たものの中で生活保護が廃止となり認定が取り消しとなった中学校生

徒が１名となっております。説明は以上でございます。 

中島教育長 はい。報告が終わりましたがこの件に関してして質疑等はございま

せんか。よろしいですか。はい、では質疑等ないようですから報告第７

号「要保護及び準要保護児童生徒の認定等について」の報告は終了い

たします。 

続きまして、日程第８「その他」の事項に移ります。まず初めに各課

の事業予定を報告させていただきたいと思います。お手元に６月分の

事業予定表を配布しておりますのでご覧ください。教育総務課から順

に主な内容について報告お願いします。 

扇課長 はい。 

中島教育長 はい。教育総務課長 

扇課長 教育総務課から説明させていただきます。まず６月の１４日、第２
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回の対馬市議会定例会となっております。次に６月１７日、令和４年

度策定振興実施計画等説明会が開催されます。２２日に議会によりま

す総務文教常任委員会が開催される予定となっております。後ほどま

た確認させていただきますが、２３日に教育委員会会議の予定を入れ

ております。また月間業務の中に入れておりますけども、日にちは決

まってないのですが予定としては６月中に、できれば第１回対馬島っ

こ留学推進協議会の会議を開催させていただこうと考えております。

教育総務課は以上でございます。 

坂本主幹 はい、教育長。 

中島教育長 坂本主幹 

坂本主幹 はい。学校教育課関係です。１日が定例校長会。２日が継続研究校連

絡会議。３日が大船越小学校の新任校長校訪問です。５日に厳原北小

学校で運動会が開催される予定です。６日が定例教頭会です。７日と

８日に人事評価制度にかかる校長面談を実施します。８日が保健主事

部会。９日に対馬市介助員研修会です。それから１０日が対馬市教育

相談会です。１１日、１２日に中学校体育大会陸上競技大会が実施予

定です。１５日に栄養教諭・学校栄養職員・食育給食担当者会がありま

す。それから１６日に西部中学校、２０日に豆酘小学校、２７日に豊玉

中学校に学校訪問を実施します。１７日仁田中学校に担当主事が出向

いて研究指定の中間指導を行います。２１日研究主任研修会です。２

３日は体力向上推進モデル校訪問指導が美津島北部小学校でありま

す。これは県教委から指導主事が来て指導があることになっておりま

す。３０日生活指導主任・生徒指導主事研修会があります。以上です。 

中島教育長 はい。 

梅野課長 教育長。生涯学習課長。 

中島教育長 生涯学習課長。 

梅野課長 それでは生涯学習課関係の６月の事業予定について説明をさせてい

ただきます。まず６月９日に県の社会教育委員連絡協議会の総会が県

庁で開催される予定でございます。現在のところ対面での開催となっ

ております。６月１０日、県子ども会育成連合会評議員会が県の教育

会館で開催される予定でございます。 

それから月間業務の方に記載をしておりますが、本年度の社会教育

委員及び公民館運営審議会委員の合同会議を６月中に開催をしたいと

考えており、その準備を行う予定です。ただし定例議会の日程等の都

合もございますので、６月の下旬もしくは７月の上旬の開催になるか

もしれませんが準備を進めていく予定で考えております。 
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それから施設の管理業務といたしまして、除草作業を行う予定です。

特に６月は、６月１１、１２日に市の中学校体育大会陸上大会が峰の

陸上競技場で開催されますので、陸上競技場周辺及びフィールド内の

除草作業を行います。また、７月からプールがオープンになってまい

りますので、プールの清掃等も行っていくようにしております。生涯

学習課は以上でございます。 

川辺課長 はい。文化財課長。 

中島教育長 はい。文化財課長。 

川辺課長 はい、それでは続きまして文化財課の６月の行事予定をご報告いた

します。まず６月２日に長崎市で文化財保護行政主管課長・担当者会

議があります。それに埋蔵文化基礎研修会もありまして、私と担当で

出席する予定です。６月１１日には先ほどいいました、上県行政サー

ビスセンターにおられます島おこし協働隊の吉原さんが中心となりま

して、あと博物館と文化財課で、対州馬トークショーというのをＷｅ

ｂで開催する予定になっております。６月１５日がこれは韓国でです

が、盗難仏像の裁判が実施される予定です。予定表の中には入ってお

りませんが、６月２１日に会計年度任用職員の面接を行いたいと思っ

ています。２２日が議会の総務文教常任委員会を予定しております。 

月間業務としまして、今豆酘小学校のほうでですね赤米の田植え、

田植えといってもバケツとかプランターに種もみをちょっと発芽させ

たものを植えていく計画を今、進めております。ご神田のほうがなか

なか難しい状態で、保存会の方々も高齢化で難しいということで、せ

めて赤米だけでも残していこうということで、やっております。田植

えに使う土はご神田の土をもらってきてバケツとかプランターに移し

て使う予定にしております。 

あと、久田中学校がお船江跡の見学会をしたいと言ってきておりま

すので、それも今、調整中です。今のところ文化財課の予定は以上で

す。 

中島教育長 

 

はい。事業予定の報告が４課から終わりました。この件に関して質

疑等はございませんか。はい、佐伯委員。 

佐伯委員 はい、佐伯です。教育総務課にお尋ねしますが、今回議会のほうで

は何か議事は上がり始めているんでしょうか。 

扇課長 議案のほうですか。 

佐伯委員 はい、議案のほうで、委員会に関するほうは。 

扇課長 今の予定では先ほど議案で挙げました、学校の統廃合に関する条例

の改正を挙げております。また、一般質問でいろいろ出てくるかもわ
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かりませんが。 

佐伯委員 わかりました。ありがとうございます。 

中島教育長 一般質問は１５、１６ですか。 

八島部長 １５、１６。もしかしたら１７まで。 

中島教育長 はい。齋藤委員。 

齋藤委員 文化財課に質問なんですけれども、金田城のトイレカーというのは

常時おいている認識でしょうか。ケーブルテレビでみたのかなと思う

のですが。 

中島教育長 はい。文化財課長。 

川辺課長 トイレカーはですね、あれは観光交流商工部の方が設置しておりま

して、常時は置けないと。容量がある程度決まっているので。 

齋藤委員 何かあるときですか。 

川辺課長 常時というのが、通常は置いているので、で行ったり来たり。溜まっ

たものを掃除とかいろいろあるので、そう聞いております。 

齋藤委員 了解しました。なんか親からそういう意見を聞いたので。トイレが

ないと困るよねという。 

川辺課長 そうですね。なかなか難しくて。 

齋藤委員 比田勝小学校が今度６月のどこかで金田城に行くというような。中

学校かな。トイレのこととかが心配になってる親がいたので。 

川辺課長 まあ、小さいですけれど、ないよりは。 

齋藤委員 ありがとうございます。 

早田委員 ああいう指定を受けているところは建てられないのでしょうか。 

川辺課長 難しいですね。金田城は特にですね。特別史跡っていう冠がついて

いるんですよ。普通の国指定ではなく。その人間でいうと国宝と同じ

ような形ですね、結局。ものに例えれば。 

早田委員 へえ、全体がそうですか。 

川辺課長 そうですね。なので、たとえば案内板の 1 本ポールを立てるにして

も、許可がいる。文化庁の許可が。そういう形なので。そういう景観を

阻害するようなものは、現状変更になるようなものはなかなか難しい。

実際、本当にそうなんです。 

中島教育長 はい。では「その他」、ほかにありませんか。 

早田委員 あの赤米のことなんですけども、主藤公敏さんですね。いろいろと

大変そうで、結局、神田自体もできないし、田植えも、その保存会の人

でもできないというと、1 人ですよ、なんとか存続するために方法はな

いのかなと思うんですけど。担当をするとなるとどこがするのかなと



- 11 - 
 

思うのですけれど。 

川辺課長 それは神事ではなく、その、種（しゅ）を保存ということですよ

ね。 

早田委員 あそこの田んぼで植えないとなんか意味はないみたいな。 

川辺課長 それは、神事としてした時にはそうなんでしょうね。でもその植物

として見た時には、希少価値的なものはそこはまだ研究されてないと

いうか、わからないところですけれどね。植物としてなにか天然記念

物等に指定されてるかというとそうではないので。ちょっとそこが難

しいところですね。 

早田委員 神事としてすると自治体が関与するのは難しいですよね。 

川辺課長 神事なので久しくその地域で行われているものなので、それは難し

いでしょうね、やっぱり。地域で守っていかなくてはいけないものな

ので。 

佐伯委員 

 

私も豆酘出身で公敏さんの家のすぐ隣、というか一段上の横が実家

なのですが、赤米には小さい頃から一切関わったことがないんです。

数軒でずっと秘密裏に行われるようなものなので。頭受けを見たこと

がないですし。 

川辺課長 独特ですもんね。とくに赤米の神事は。  

佐伯委員 特異な神様の、神事ですので。 

川辺課長 本来なら頭仲間でしなくてはいけないものなんですけど、保存会の

方が、それも主藤さんと近い親類の方々が、一部お手伝いをしていた

ということですね。ですので、それを今までと同じ形でつないでいく

っていうのは、もう難しいのかなという。ただ、形を変えてするにして

も地元の方の同意とかそういうものが必要になってくるので。そこま

で行政がどう関わっていけるかというのは、難しいところですね。 

ですから今のところはせめて、あったという事実を子どもたちに伝

えて、種（たね）だけでもなんとか残していこうという形で豆酘小学校

のほうにも協力していただいて、ふるさと学習とも絡めながらやって

いこうとしているところです。 

早田委員 盆踊りも小学生や中学生に教えて保存していこうという流れがあっ

たじゃないですか。そういう感じで言われるように小学生に田植えを

させて、そのあとずっと学校がするのは難しいかもしれないけれど、

地域の人たちが少しこう手分けして、世話してもらっている子どもた

ちに収穫をさせて。神事はもちろん難しいのはわかるんですけども、

あそこの田んぼで赤米を育てるというのは形なりにも残していけたら

いいのになと思います。 
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川辺課長 そうですね。 

早田委員 対馬の歴史の中でもですけれど、日本の歴史の中でも貴重な赤米な

のでですね、補助をつけて、そういうのがなくなっていくというのが

非常に残念というかもったいないなと思います。 

佐伯委員 ちなみに赤米は３都市でやり取りしてますけど、ほかの地域はどん

な様子ですか。 

川辺課長 ほかの地域はですね。それほど厳しくないんです。厳しくないとい

うか保存会が中心になってしてらっしゃるので。決定的に違うのが、

赤米の考え方というか。ほかの人たちの地域は、神様にお供えするお

米。豆酘の赤米は赤米そのものが神様なんですよ。なのでその、ご神体

にメスを入れるとか商品開発とかそういうことをするのはとんでもな

いという考えなんですね。なので昔からの形を崩さないように、ずっ

とやってきている。ほかの地区は、赤米の品種改良をしてばーっと植

えて、赤米のお菓子を作ったり、商品化してブランド化にして、地域起

こしと一緒に結び付けてやっている。そこが違うということです。だ

から、昔からあるということは共通事項なんですけども、赤米に対す

る扱い方というか、価値観が違う。豆酘の赤米は赤米そのものが神様

である。昔からそういう建前でやってきておりますので、そこが一番

難しいところです。 

佐伯委員 難しいですね。着地点を探していかないといけないですけれど。ま

ず地域の人でもよくわからないという点が、アンタッチャブルなとこ

ろが。 

川辺課長 そうですね。だから地区の方がもっと積極的にしてというのがあれ

ばまた違うんでしょうけど、地区の中でもまた特別なものなので。 

中島教育長 地域独特の事情も絡んでいるようですね。では赤米以外でほかにご

ざいませんか。 

はい、では事務局からなにか「その他」事項で何かありませんか。よ

ろしいですか。 

では、委員さんから何か「その他」の事項で何かありませんか。 

佐伯委員 はい、いのこ歌ですね。あれの保存をしておかないと、もうかなり廃

れてきているなと。まあ市で取り組むべきなのかどうかというのもあ

りますが。各地区、似たようなものがいっぱいあったりとか。どういう

状況になってるのかと。あれも文化といえば文化なんでしょうけれど

も。そのあたりは文化財課でやらないと。 

川辺課長 はい。 

中島教育長 文化財課長。 
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川辺課長 いのこ歌はですね、曲はちょっとどうかわからないのですけれど、

歌詞そのものは取ってあるのを見た記憶があります。今現在いのこを

している場所っていうのも、ごくごく少しですよね。豊玉町だけはた

しか旧町で当時は町指定の重要無形民俗文化財に確か指定されてたよ

うな。今も豊玉あたりを中心に細々としている。去年一回、今している

ところを調べたんですけど、何ヵ所か豊玉あたりを中心にやっている

ところがありましたよね。それも時代の流れと一緒で、秋になったら

いのこじゃなくてハロウィンですもんね。学校もどこも。個人的にも

違うのかなと思うんですけども。なので、それもできたらいいかなと

は思いますけど、難しいですよね。 

佐伯委員 ちなみに私、豆酘で小さい頃は十数種類歌があったんですよ。特に

今の子ども達は１つか２つ、多くて２～３個しか覚えてないだろうな

っていう。昔はもっとあったんじゃないかなっていう。派生っていう

かですかね、いわゆるその場で即興でできたのもがたぶん、受け継が

れたものだけが、受け継がれるような。 

川辺課長 地区によって微妙に違うんですよね。歌詞がですね。 

佐伯委員 そうですね。 

川辺課長 曲調は同じようなものでも。 

佐伯委員 そうですね。同じベースになった歌があるんですよね。豊玉に来て、

ああ、似てるなって思った。まあまあまあ、そこまで力を入れるものな

のかどうかもあるんですけれど。残念だなと。 

川辺課長 歌詞はですね。また調べておきます。歌詞は見た記憶があります。ど

こどこのいのこ歌っていうのが集まったものが。私の勘違いじゃなか

ったらいいですけれど、また確認しておきます。 

佐伯委員 よろしくお願いします。 

中島教育長 では、そのほかございませんか。 

会場 「ありません」の声 

中島教育長 本日の会議はこれで終了いたしますけども、次回の会議日程の件で

事務局からお願いいたします。 

扇課長 はい。次回は６月２３日の木曜日、１４時から、場所は対馬市役所峰

庁舎、本会議室を予定しております。よろしくご検討お願いいたしま

す。 

中島教育長 次回会議日程について提案がございました。皆様のご都合はよろし

いでしょうか。 

早田委員 もう一度お願いします。 



- 14 - 
 

扇課長 ２３日の木曜日、１４時から、会議室はこの同じ会議室です。 

中島教育長 それでは、次回の会議を６月２３日木曜日に開催いたします。開始

時刻は１４時から。場所は対馬市役所峰庁舎会議室の予定ですが、後

日、事務局から改めて通知をいたします。 

これで本日の日程はすべて終了しましたので会議を閉じます。 
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